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令和７年度 全国学力・学習状況調査の分析について 

 

本年度、６年生を対象として「令和７年度全国学力・学習状況調査」を実施し、８月下旬に個人ごとの結果をお返しし

ました。また吹田市でも、今回実施した調査結果の概要を吹田市のホームページを通じて公表しております。 

 この調査は小学校の最終学年のみを対象とした調査であり、教科も国語と算数、理科に限られております。また、測定

されたものは学力の一部であり、学校における教育活動の一側面に過ぎません。そのことを踏まえつつ、調査によって得

られた課題を明らかにし、その改善に全力を注ぐことが、調査本来のねらいであると考えております。 

 対象となった６年生には、よりきめ細かな指導ができるよう取り組みを進めるとともに、学校全体として課題に応じた学

力向上につながる具体的な指導方法の工夫改善も図ってまいります。各ご家庭におかれましても、以下の分析結果をも

とに、今後の家庭学習の指針として、参考にしていただきますようお願いいたします。 
 

１.教科に関する調査の分析 

●国語 

《概要》    

平均正答率は、全国平均値よりやや上回っている。 

《各領域における成果と課題、指導改善のポイント》 

知識及び技能  （１）言葉の特徴や使い方に関する事項 ・全国値を上回っている 

                 （２）情報の扱い方に関する事項 ・全国値をやや上回っている  

                    （３）我が国の言語文化に関する事項 ・全国値とほぼ同じ 

思考力、判断力、表現力   A話すこと・聞くこと ・全国値をやや上回っている 

                             B書くこと ・全国値をやや下回っている 

C読むこと ・全国値とほぼ同じ 

       ・「書くこと」の中で、特に「書く内容の中心を明確にし、文章の構成を考える」ことについて課

題がみられた。 

       ・「読むこと」の中で、「目的に応じて必要な情報を見つける」ことは、全国値をやや下回り、無

回答率も高かった。 

       ・「漢字を文の中で正しく使う」ことは、全国値を上回っていた。 

★国語科における成果と今後の改善点について 

 国語全体を見ると、全国値をやや上回っていました。その中でも「言葉の特徴や使い方に関

する事項」に関しては、全国値を上回っており、漢字の定着が見られます。一方で「資料の読

み取り」に関しては全国値をやや下回っていることから、資料の特徴を捉える力や、複数の資

料を関連付けて読み、問題解決に生かす力に課題があると考えています。また、記述式の問

題の無回答率が高く、自分の考えを整理して書き表す力にも課題が見られます。 

 今後は、国語科だけでなく各教科でも資料の読み取りを積極的に取り入れるとともに、日常

的に「自分の考え」を簡潔に書き表す学習を進めていきます。 
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●算数 

《概要》  

平均正答率は、全国平均値よりやや上回っている。 

  《各領域における成果と課題、指導改善のポイント》 

       数と計算 ・全国値をやや上回っている 

図形 ・全国値をやや上回っている 

測定 ・全国値を上回っている 

変化と関係 ・全国値をやや上回っている 

データの活用 ・全国値をやや上回っている 

     ・「変化と関係」の中で、「数量の関係に着目し、必要な数量を見いだすこと」については、全国値 

を下回り、無回答率も高かった。 

     ・「データの活用」の中で、「目的に応じて適切なグラフを選択し、出荷量の増減について説明す 

る」ことについては、全国値を下回り、課題がみられた。 

     ・「図形」の中で、「台形の意味や性質」「角の大きさ」については、全国値を上回っている反面、 

「平行四辺形の作図」については、全国値を下回っていた。 

★算数科における成果と今後の改善点について 

 算数全体を見ると、全国値をやや上回っていました。一方で、どの領域でも基礎的な問題には

よく取り組めているものの、答えを導くためにいくつかの過程を要する問題や、複雑な発問の意

図を読み取る問題には課題が見られました。 

 今後は、グラフや表から情報を読み取る力を他教科と連携して育てるとともに、ペアやグルー

プでの話し合い活動をさらに取り入れ、言語化の力を伸ばしていきます。 

 

●理科 

《概要》 

平均正答率は、全国平均値よりやや下回っている。 

   《各領域における成果と課題、指導改善のポイント》 

「エネルギー」を柱とする領域 ・全国値とほぼ同じ 

「粒子」を柱とする領域 ・全国値を下回っている 

「生命」を柱とする領域 ・全国値をやや下回っている 

「地球」を柱とする領域 ・全国値をやや下回っている 

★理科における成果と今後の改善点について 

 理科全体を見ると、全国値をやや下回っていました。特に電気・磁石学習内容に関する体験的

理解や、発芽の条件の整理・問題の発見、根拠をもとに理由説明する力に課題が見られました。

一方で、顕微鏡の操作については正答率が高く、確実に身についていることがわかりました。ま

た、記述式の問題では無回答率が高く、正答率が低い傾向がありました。 

 今後は、実験前に「予想→理由→結果→考察」の流れをしっかりと押さえるとともに、特に予想

の場面では根拠を明確にしてまとめる活動を取り入れていきます。 
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 ２.生活習慣や学習環境等に関する調査の傾向 

 【学習環境・生活環境について】 

◆「自分にはよいところがあるか」「先生はあなたのよいところを認めてくれているか」「困りごとや 

不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できるか」の項目の肯定的回答が、全 

国・大阪府の平均と比べて上回っていました。 

 ◇引き続き、子どもたちの活動を積極的に認め、自己肯定感が高まるよう努めていきます。それと 

同時に、学校全体で全児童を見守っていくという姿勢も継続していきます。 

   ◆「学校に行くのは楽しいか」「友だち関係に満足しているか」「人が困っているときは、進んで助け 

るか」の項目の肯定的回答が、全国・大阪府の平均と比べて下回っていました。 

     ◇学校生活の中で子どもたちが活躍できる場を広げるとともに、不安や困り感を和らげられるよ 

う支援していきます。また、生活アンケートも活用し、児童の友だち関係の把握にも努めます。 

 【教科・学習について】 

◆「５年生までに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考え自分から取り組んでいたか」 

「算数の問題の解き方が分からないときは、あきらめずにいろいろな方法を考えるか」の項目の肯 

定的回答が、全国・大阪府の平均と比べて上回っていました。 

 ◇めざす子ども像である「自分で考える」「最後までやりぬく」力が、育ってきています。今後もこの 

視点を意識しながら、授業づくりを進めていきます。 

◆「自分と違う意見について考えるのは楽しいか」の項目の肯定的回答が、全国・大阪府の平均と 

比べて下回っていました。 

 ◇自分と違う考えに出会うことの価値を実感できるようにし、深く考える楽しさを味わえる活動を取 

り入れていきます。 

◆「平日の学校の授業以外の勉強時間」の項目で、２時間以上と回答した割合は、全国・大阪府の 

平均と比べて上回っていました。しかし、３０分より少ない児童も２割おり、二極化が見られました。 

 ◇自主学習を推進し、自ら勉強したくなるような学年に応じた取り組みを考えていきます。 

 

３.おわりに 

   今回の調査の結果を今後の指導に生かし、子どもたちが学ぶことの楽しさを実感し、授業をはじめ

とする学校生活を充実して過ごせるよう、取り組みを進めてまいります。学びの基盤となる環境づくり

を第一に、教職員一同努力してまいります。温かく見守り、支えてくださっている保護者の皆様には、

引き続きご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。 

   


